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秋の火災予防運動に伴う主な行事予定（期間前を含

む） 

●秋の火災予防運動に伴う主な行事予定（期間前を含む） 

日時 行事予定 場所 

２月２８日（金） 

１０時３０分～ 

火災予防運動 

オープニングセレモニー 

イコットニコット 

３月３日（月）～４日（火） 

８時３０分～１６時００分 

住宅用火災警報器・住宅用消火器 

防炎品の展示（衣類等） 

市役所１階市民ホール 

３月５日（水） 

１０時００分～ 
優良防火管理者等表彰式 市役所７階大会議室 

３月６日（木） 

１０時００分～ 
特別消防訓練（北消防署） 岡山城 

期間中 巡回広報、防火教室等 各消防署管内 

２ ０ ２ ４ 年 度  全 国 統 一 防 火 標 語 

『守りたい 未来があるから 火の用心』 

 

令和７年 

春の火災予防運動 

３月１日（土） 

３月７日（金） 

令和７年 

山火事予防標語 
「ふるさとの 山を守ろう 火の手から」 



 電気火災にご注意を！ 

 

岡山市火災救急概要 岡山市火災救急概要 
令和６年中（１月～１２月） 

●火災概要 

区分 令和５年 令和６年 

火災件数 ２０３件 １８６件 

死者（負傷者） １３人（３４人） ９人（２８人） 

損害額 約３億４，４０４万円 約４億４，１３７万円 ●主な事故種別件数 

事故種別 令和５年 令和６年 

急病 ２５，９２７件 ２５，７８０件 

交通 ２，５７７件 ２，６５４件 

一般負傷 ５，９７９件 ５，９６４件 

区分 令和５年 令和６年 

出場件数 ３８，２０１件 ３８，４２５件 

●救急概要 

岡山市消防局管内における令和６年中の火災件数は１８６件

で、昨年（２０３件）に比べ、１７件の減少となっています。ま

た、火災による死者は９人、負傷者は２８人となっています。火

災による死者９人のうち、８人が住宅火災により亡くなっていま

す。 

救急件数は３８，４２５件で、昨年に比べ、２２４件増加して

います。 
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 電気火災と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。火災の統計上、電気火災は「電気機器」（電子レン

ジやモバイルバッテリーなどの電気製品）、「電気装置」（モーターや発電機など）、「電灯電話等の配

線」（屋内配線、コード類など）、「配線器具」（差し込みプラグやテーブルタップなど）に大別されます。

令和５年の全国の建物火災は２万０９７４件でしたが、その内これらの電気火災は４４７０件と全体の２

割以上を占めています。（「令和５年全国の建物火災における出火原因」参照）  

 令和５年及び令和６年の岡山市消防局管内での電気火災で一番多かったのは、「電気機器」に分

類されている「リチウムイオン電池」を内蔵した製品の火災です。令和５年は７件、令和６年は９件発生

しており、過去最高の件数となっています。   

リチウムイオン電池搭載製品の注意点  

・注意点①充電器の使い回し 

 電圧の違う他の製品の充電器を使用して出火した事例があります。決められた充電器を使用して充

電を行うようにしてください。 

・注意点②外部からの衝撃 

 強い衝撃が加わると発煙・発火のおそれがあります。落とす、ぶつけるなどで強い衝撃を与えたもの

や一部変形しているものの使用は控えてください。 

・注意点③製品の欠陥 

 製品そのものに安全上の欠陥がある場合があります。さらに、欠陥があっても製造、販売事業者と連

絡の取れない場合が報告されています。リコール情報を確認するとともに、購入時に連絡の取れる事

業者か確認して購入するようにしましょう。  

電気火災とは 

どういった電気火災が多い？ ２ 

３ 

 岡山市消防局からの 
お知らせ！ 


